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◆お問い合わせ／北海道新聞社営業局（TEL011-210-5713）または 各支社営業部へ（2019.10） 

≪防災・備災：どさんこのソナエ企画≫ 
体験型イベントをサッポロファクトリーで開催 

 2018年9月6日(木)未明に北海道を襲った最大震度7、そして日本で初めてとなるブラックアウト
を引き起こした北海道胆振東部地震。北海道民の生活に大きな混乱をもたらしたことから、災害へ
の「備え」の大切さが改めて注目されています。 
 2018年11月からスタートした『どさんこのソナエ』シリーズの、体験型イベントとして「どさ
んこのソナエ2019 in サッポロファクトリー」を2019年7月28日(日)に開催しました。北海道胆振
東部地震から1年弱が経過し、地震の傷跡が薄くなるのと比例して下がっていく災害への備えの意識
をあらためて喚起するとともに、夏休み中の親子をターゲットに定め、「楽しみながら学べる」を
コンセプトに会場を展開しました。 
 企画趣旨にご賛同いただいたご協賛各社様を始め、北海道開発局や気象台、伊達消防署、札幌市
消防局、赤十字、札幌市防災協会、北海道缶詰協会など官公庁・団体のご協力をいただき、地震や
それ以外の自然災害の被災時にも役立つ、充実したコンテンツでイベントを実施することができま
した。特に、北海道内には1台しかない「地震体験車：起震車」は多くの家族連れで賑わいを見せ
ました。また、会場内では2000年以降の北海道での自然災害被害のパネルを展示し、あらためて、
いつどこで起こるか分からない自然災害への心構えと知識の大切さを喚起することができました。 

（本社営業局 後藤 祐也） 

＊『どさんこのソナエ』企画で、地震などの防災・備災に役立つという観点からの発信が可能です。 

POINT! 

＊ウェブサイトにバックナンバー掲載中！【道新 営業局】で検索！（https://adv.hokkaido-np.co.jp/） 

（↑2019年7月11日 朝刊 札幌本社版 全5段） 

（↑会場風景→） 


